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白い窓辺に　朝日が昇り
陽ざしの中に　横たわる
小さくなった　私の母さん

独り暮らしで　頑張って
生きてきた母さんの　突然の入院

熱や痛みのない日には
お風呂の好きな　母さんの
背中を拭いてあげましょう

か細い声で喜んで
付き添う娘に　笑顔を見せる
「家に帰りたい」と繰り返しながら
遠くに行ってしまったけれど
今は　
悲しみより　懐かしい母さん
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